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はじめに

小学校図画工作科の学習内容に位置付けられた「造形遊び」は、昭和 52年告示の小学校学習指

導要領より導入され、今日に至る図画工作科の「表現」活動の一つである。

今でさえ「造形遊び」は小学校教師の間では耳慣れた言葉となったものの、実際の教育現場では、

尚も変わらず実施率の低い学習内容・題材と言われている。その実態や要因については、阿部 1）

（2017）、西川・丁子 2）（2019）の調査研究に詳しいが、導入後 40年を経過した現在では、導入当

時のように、教師側に内在するいわゆる「造形遊びに関する理論不足」や「造形遊びの認知不足」

にその原因があるとは考えにくい。むしろ、現場の小学校教師は「造形遊び」の教育的意義や重要

性については、十分に理解し、認識している傾向が高い 3）。それにもかかわらず、「造形遊び」が

敬遠されがちであるのは、教師が作品評価に囚われ、活動過程評価に重きを置く「造形遊び」の学

習の流れについて十分に理解できていなかったり、そのために作品づくりを主とした題材ばかりに

活動の意識が取られてしまったりして、結果として「造形遊び」に着手する時間的余裕がないこと

などが理由として考えられる。

以上のことから本稿では、この現状を改善するための教師支援として、「造形遊び」に取り組み

やすい材料用具を使った「学習の流れ」を提案し、実際の教員研修で提示した効果的な教師支援の

方法について報告する。また、教育課程を再考し、教科書題材の組み合わせに改善を加えた学習計

画の立て方や現場の教師が「造形遊び」題材に取り組みやすい方策について論ずる。

1　図画工作科における「造形遊び」の変遷と位置付け

前述のように、「造形遊び」は昭和 52年告示の小学校学習指導要領・図画工作科に「造形的な遊

び」という名称で低学年に導入され、「遊び」を学びの主体とした幼稚園・保育園における造形活

動との繋がりを基本理念としたのが始まりである。そして、これまでの幾多の改訂の中で、中学年、

高学年へと対象を広げ、現在では全ての学年に位置付けられている。また、導入当時から「造形遊

び」は、図画工作科においてそれまで主流とされてきた「作品づくり」を主たる目的とする「製作」

活動から転換し、作品づくりを目的とせず「過程」を重視する体験活動へと、新しい指導観を図る

学習として位置付けられてきた。このことこそが、当時は教師の「造形遊びへの不理解」へと繋がっ

てきたといえるが、現在に至ってはそのような問題は解消され、概ね「造形遊び」の教育的意義は

理解されてきている 4）と言える。

次に、現在の小学校学習指導要領・図画工作科における「造形遊び」の位置付について、整理す

る。

周知の通り、図画工作科の内容は、「A表現」「B鑑賞」及び〔共通事項〕で構成しており、「A表現」

には (1) と (2) の二つの項目を設け、(1) は、「A表現」を通して育成する「思考力、判断力、表

現力等」として発想や構想に関する項目、(2) は，「A表現」を通して育成する「技能」に関する項

目という構成としている。そして、それぞれアとイの二つの事項を設け、(1) と (2) のどちらの項

目も、アは「造形遊び」をする活動に関する事項、イは、絵や立体、工作に表す活動に関する事項

を示している 5）。（【図１】参照）
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ここで、着目すべきは、以下の解説である。

この造形活動は、大きく二つの側面に分けて捉えることができる。一つは、材料やその形や色な

どに働きかけることから始まる側面と、もう一つは、自分の表したいことを基に、これを実現して

いこうとする側面である。7） 

この前者の側面が、「造形遊び」を理解していく上で重要であり、教師が実際に「造形遊び」題

材に取り組む上で、活動そのものに具体性を持たせる必要がある。同解説では、さらに、以下のよ

うに説明されている。

児童は、材料に働きかけ、自分

の感覚や行為などを通して形や色

などを捉え、そこから生まれる自

分なりのイメージを基に、思いの

ままに発想や構想を繰り返し、手

や体全体の感覚などを働かせなが

ら技能などを発揮していく。これ

は遊びのもつ能動的で創造的な性

格を学習として取り入れた材料な

どを基にした活動で、この内容を

「造形遊びをする」とし「A表現」

の (1) ア及び (2) アで取り扱うこ

ととした。8）

本稿では、材料用具の工夫に関

する提案として、特に上記下線部

に関わる具体的な活動について報

告するが、ここで、教師が「造形遊び」を扱う上で、意識したいことは、「造形遊び」は、結果的

に作品になることもあるが、始めから具体的な作品をつくることを目的としない 9）ことである。

このことは、特に、およそのテーマや目的を基に作品をつくろうとすることから始まる「絵や立

体、工作に表す」活動 10）と区別し、この「造形遊び」の特性を生かしながら、指導を工夫する必

要があることを教師は理解しておかなければならない。 

2　「造形遊び」題材における教師支援

以下に、実際の教育現場で図画工作科の授業を担当する小学校教師を対象に行なった現職教育研

修における教師支援の実際について紹介し、その効果について考察する。

(1)　教師支援の対象と内容

愛知県 A市立小学校 4校において、図画工作科の授業を担当する教師 80人を対象に現職教育研

修として、「造形遊び題材を通した授業力向上と教師支援」と題し、「造形遊び」における材料用具

と学習の流れの工夫についての研修及び支援を行った。

(2)　教師支援の時期

2021 年 6月から 12月下旬にかけて、各校 2〜 4時間研修を 1〜 2回。

(3)　教師支援の実際①

「造形遊び」の指導の根幹に関わることとして、「造形遊びとは一体どのような学習なのか」を

理解してもらうことが重要である。そのために、【図２】のような例を挙げ、説明を行なった。

一般的に図画工作という科目自体が「指導法が分かりにくい」「評価が分かりにくい」「教材の扱い

【図１】小学校学習指導要領での「造形遊び」の位置付け 6）

− 24 −

名古屋経済大学教職支援室報 Vol.3



小学校図画工作科「造形遊び」題材に関わる教師支援

が分かりにくい」等の声が聞かれることか

ら、「造形遊び」の位置付けを一般化して

理解できるよう、体育科の学習を例に置き

換えた。そこでは、「ボール運動（サッカー

やバスケットボール等）」のように、競技

を目的とする学習ではなく「自分の心と体

に向き合い、体を動かす楽しさや心地よさ

を味わったり、体力を高めたりすることを

目的とする学習（行為そのものの学習）」

に該当する「体つくり運動」のような学習

が「造形遊び」に該当するものであるとし

た。前述の学習指導要領の解説にもあるよ

うに、造形活動の一つの側面である「材料

やその形や色などに働きかけること」は、

まさに体育科の「体つくり運動」において

「自分の心や体に向き合うこと」に一致す

るであろう。そして、実際に A市で使われ

ている教科書『図画工作（N出版社編）1・

2年下』で取り扱われている題材（「体つく

り運動」的な題材）として、「しんぶんし

となかよし」を紹介した。また、ボール運

動的題材として、テーマや目的を基に作品

を作ろうとすることから始まる題材「く

しゃくしゃぎゅ」を例に紹介した。

以上のように、他教科（特に体育科といっ

た技能系科目）を例に置き換えた題材の位置付けの解説は、教師の「造形遊び」そのものの理念を

伝えるための教師支援として、非常に好評であり、適切であったと考える。

次に、「造形遊び」の基本的な学習の流れを理解し、子どもにとって身近で、且つ、材料の特性

や形に働きかけやすい方法として、「新聞紙」を使ったワークショップを行なった。ここでは、「新

聞紙と出合う」ことから始め、目的的に作品づくりに陥らないようアプローチを工夫した。ワーク

ショップの手順と詳細は、以下【表１】の通りである。

【表１】「新聞紙を使ったワークショップ」の流れ

①「新聞紙」と出合う。
新聞紙を使っていろいろな遊びをする。
（例１）新聞紙を使って「一番長い紙を作ろう」←紙素材への理解を深める活動
（例２）新聞紙で空手ごっこ「破り名人になろう」←同上

②「新聞紙」を使って、やりたいたいことを自由にする。
数々の造形要素の体験……破る・丸める・ちぎる・ねじる・つなげる等

③「見立て遊び」をする。
②で様々に体験し、手を加えた「新聞紙」がどんな形やイメージに変化してきたか、「見立て遊び」を行う。
（例１）丸めた新聞紙が「おにぎり」に見えてきたよ。
（例２）破った新聞紙とねじった新聞紙を並べてつなげて見たら、にんじんや大根みたいに見えてきたよ。

【図２】「造形遊び」を体育科の学習に例えると
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④様々に手を加えた新聞紙を好きなような形やものに見立ててみる。
材料：カラービニール、モール、油性カラーペン、ビニールテープ、セロテープ、ガムテープ、色紙……等

はじめに、私たちにとって身近な材料と

言える「新聞紙」と出合うことから始まる。

しかし、昨今の子どもたちにとって、社会

状況・生活環境の変化から、「新聞紙」は

必ずしも身近な材料とは言えない。情報通

信技術が発達した現在の社会では、多くの

家庭では「新聞」に触れる機会が減り、広

告チラシも含めて、「新聞」という特殊な

「紙」素材を知らない子どもたちも多いか

らである。実際に、現場の若い小学校教師

は、「新聞紙」という紙素材の特性につい

てあまり知らない様子であった。「新聞紙」

は印刷される工程において、輪転機を使っ

て大量に短時間に印刷する必要があるため、紙の流れ目方向に向かって強い特性がある（紙の目に

向かって繊維が強い）。このことから、他の紙に比べて、縦向きに裂けやすく、手で簡単に帯状に

短冊をつくることができる。このような特

性を体で（材料の特性と向き合う）感じ取

るためには、いろいろな遊びを体験するこ

とが重要となる。（【図 4】ワークショップ

の流れ①）そして、「新聞紙」は「破る」

だけでなく、様々な手を加えること（破る・

丸める・ちぎる・ねじる・つなげる等）が

できることに気付かせ、体験に繋げる。（【図

4】ワークショップの流れ②）

次に、②で様々に体験し、手を加えた「新

聞紙」がどんな形やイメージに変化してき

たか「見立て」活動を行った。「見立て」

とは、元来乳幼児が身近にあるものを別の

ものに見立て、イメージを膨らませながら行う「遊び」の行為のことである。この行為は先に触れ

た「造形遊び」の基本理念にも関わるもので、「遊びのもつ能動的で創造的な学習」と言える。【表

１】の③の例あるように、子どもの視点に立ち返り、「見立て遊び」をすることで、「材料に働きか

け」「自分の感覚や行為などを通して形を捉える」ことを理解したい。（【図 5】ワークショップの流

れ③）。

　そして、これら一連の活動の最後④として、見立てたものを好きなように形にしていく。ここ

では、具体化した作品としているが、あくまでも「結果的に作品になることもあるが、始めから具

体的な作品をつくることを目的としていない 11）」ことが重要なポイントである。仮にこの行為が「見

立て遊び」を通した活動ではない場合、多くの子どもたちが、始めから「僕は新聞紙を丸めてダン

ゴムシをつくろう」とか「私は新聞紙をたくさんちぎって、お菓子をつくりたいな」というように、

目的的に作品づくりに陥ってしまう危険性が非常に高い。それはこれまでの図画工作科の学習のほ

【図４】「ワークショップ」流れ①②の様子

【図５】「ワークショップ」流れ③の様子
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とんどが、造形活動の二つの側面の「自分

の表したいことを基に、これを実現してい

こうとする側面 12）」を基にした活動であっ

たからである。以上のようなワークショッ

プを通して理解を深めてほしい点は、この

活動の「流れ」の方向についてである。

(4)　教師支援の実際②

次に、N出版発行、図画工作科教科書『ず

がこうさく 1•2 下』の題材「しんぶんしと

なかよし【図７】」について、『愛知県 A地

方小学校教育課程【表２】』を参照しなが

ら、活動の流れと支援の工夫について考

え、教師支援に取り組んだ。

本題材「しんぶんしとなかよし」の場合、

大きく区分して３つの学習の場面が存在す

る。

①新聞紙と出合う場面

②どのように活動するか考える場面

③活動を振り返る場面

である。（【表２】朱下線部参照）

この「場面ごとに、教師がどのような支

援の工夫が考えられるかが一番難しい」と

の声が聞かれたため、具体的な支援の方法

をまとめた。【図８】「活動の流れと支援の

工夫」参照。

「① 新聞紙と出合う場面」では、「思い

ついたことから試す」のだが、子どもた

ちの中で、なかなか「思いつかない」場合

には働きかけの方法を提示する支援も必要

であると考える。この働きかけというの

は、「破る」「ちぎる」「ねじる」などの「行

為の具体」である。もちろん、「造形遊び」

には、「遊びのもつ能動的」行為が重要で

あるが、現実の教育活動の中では、こういっ

た働きかけによって、「こんな方法がある

んだ」「こんなことをしてもいいんだ」とい

う気付きのきっかけを与えることは、教師

の支援として大切である。

「②どのように活動するか考える場面」

では、①同様に、「活動の方向づけ」をす

ることも大切である。この「方向づけ」は

①のような紙の「加工」による行為を基に

【図６】「ワークショップ」流れ④の様子

【図７】N出版教科書「しんぶんしとなかよし」13）

【表２】愛知県A地方教育課程 14）より①
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して、「並べる」「つるす」「組み合わせる」

などの「二次的な行為の具体」である。こ

れら二次的な行為を子どもたちが考えつく

には、活動できる環境（実際には教室や図

工室）の準備が必要である。例えば、「つ

るしたい」と考えた時に、天井や上から「つ

るしやすい」環境が整っていないと、「こ

のように活動したい」と考えても、実際に

子供がその活動には移りにくいであろう。

また「並べたい」と考えても、十分に新聞

紙を広げて並べられる広さが確保されてい

ないと、能動的に遊ぶことは難しいだろ

う。こういった点を解決するには、現実的

な教育環境が恵まれていないと理想的な

「造形遊び」の取り組みは達成しにくいと

言えるが、この点を考慮しつつも、置かれ

た学校環境の中ででき得る活動の「方向づ

け」を提示することが、結果的には子ども

たちの能動性を伸ばすきっかけになると考

える。

「③活動を振り返る場面」では、一般的

な鑑賞活動の方法として、文章化したり、

友達同士で言葉で伝え合ったりすることが

多く行われている。しかし、「遊び」とい

う行為に客観的な意味付けを行ったり、文

章化したりすることは時として、子どもた

ちの「遊び」を難しく学習化してしまう恐

れもあると考える。また阿部（2020）は、

以下のように述べている。

「振り返り」を目的に製作の時間を割い

て文字化したり、発表させたりすることに大きな意味はありません。当日、記録した動画や写真を

後日、鑑賞することで楽しい記憶として振り返るほうが意味があるように思います。16）

このことから、本題材では、情報機器の活用による振り返り活動を提案する。昨今の教育現場で

は、当たり前のように使われているタブレット端末やデジタルカメラによって、写真はもちろん、

動画として記録した様子を活動のまとめとして、クラス全員で視聴し、互いにどんな活動をしてい

たか、見比べることは、子どもたちにとって非常に楽しい記憶となるだろう。また実際に「遊び」

に没頭している子どもたちは、他の児童の活動にはあまり視点が向かないことが多く、そういった

意味でも動画記録の活用は、全体の振り返り活動や「遊び」の共有に有効であると考える。また教

師は、記録の際、ピンポイントに一番よいシーンだけを切り抜いて撮影しがちになってしまうが、

昨今のデジタル機器を有効に活用するのであれば、定点カメラを使って、授業全体が映るように、

活動の一部始終を撮影したい。現在の動画は編集やトリミングもしやすく、場面の拡大等も非常に

手軽にできるからである。このようなデジタル技術を「造形遊び」における活動支援に大いに使っ

【図８】活動の流れと支援の工夫
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ていきたい。

(5)　教師支援の実際③

先に述べた「造形遊び」題材の実施率がそもそも低い現状を改善するためには、前述の①②のよ

うに、「造形遊び」題材自体に工夫を加える以外に、「造形遊び」題材以外の題材、つまり「絵や立

体、工作に表す活動」の題材を教育課程上効果的に組み合わせる方法で学習計画を立てることに着

目した。

以下に、その実践事例と教育課程の工夫例について述べる。

N出版発行、図画工作科教科書『ずがこうさく 1•2 下』を例に題材を見てみると、支援②で例に

挙げた「「しんぶんしとなかよし」に続く題材として、次ページには「くしゃくしゃぎゅ」という「立

体」題材がある。（【図９】、【表３】参照）

この題材は、「紙をくしゃくしゃにしたり、自由に形を変えたりして、くしゃくしゃにした形か

ら思いついたものを立体に表す」題材であるが、【表３】の教育課程において、学習の内容（流れ）

を見ると、活動内容が先の「しんぶんしとなかよし」に重なる部分が大きいことが分かる。「くしゃ

くしゃぎゅ」は「立体」の題材なので、「自

分の表したいことを基に、これを実現して

いこうとする側面」を持つ題材であり、

「テーマや目的を基に作品をつくろうとす

ることから始まる」題材であるが、導入部

分は、「造形遊び」題材と同じく、（この題

材だけでなく、図画工作科の題材について

は全てにおいて言えることだが）「材料と向

き合い、形や素材に働きかけることから始

まる」のが望ましい。このことをうまく活

用することで、昨今の図画工作科の悩みの

一つとされている授業時間数削減の問題に

も対処できるのではないかと考える。ま

た、指導する教師側に「造形遊び」の位置

付けについての不理解がいまだ根強いこと

は先に述べたが、このように、二つの側面

をもつ「造形遊び」題材と「絵や立体、工

作に表す活動」題材を並べて指導すること

で、題材を通して子どもたちに身に付けさ

せたい資質能力について、教師があらため

て意識し、それによる評価観点の重要性や

指導法について、より理解を深めるきっか

けになるのではないかと考えた。

そこで、本稿では、教師支援③として、

教育課程や学習計画の再構成について考え

たい。表４は愛知県 A地方教育事務所管内

で使用している教育課程の題材を筆者が独

自に分析し、関連性を持たせて図にまとめ

たものである。朱の矢印で結ばれた題材同

【表３】愛知県A地方教育課程より② 15）

【図９】N出版教科書「くしゃくしゃ　ぎゅ」
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士は、教師側の指導方法の工夫によって、互いの題材を連動して取り扱うことができるものを表し

ている。つまり、語弊のないように言えば、この題材同士は、指導方法、指導内容、指導時間を工

夫すれば「抱き合わせて実施することができる題材」ということになる。しかし、ここで、指導者

が注意すべきことは、題材を連動させることはできても、題材を「合体」させて、一つの題材とし

て実施してしまうことのないようにしなければならないことである。これまでも述べてきたよう

に、「造形遊び」の位置付けの理解が不足している教師は、題材を合体させて活動を行なってしま

うと、結局は、二つの側面のうち、「材料やその形や色などに働きかけることから始まる側面」を

飛ばしてしまい、「自分の表したいことを基に、これを実現していこうとする側面」だけで題材を扱っ

てしまうからである。つまり、作品づくりを目的にした活動で終始してしまうということである。

ここに「造形遊び」が定着しない根本的な原因が内封していると言えるが、似た材料用具を取り扱

い、学習が一連の流れに沿っている題材は、このような工夫を施すことで、より「造形遊び」を苦

手とする教師にとっては、指導がしやすく、活動に取り組みやすくなるのではないかと考える。

おわりに

本稿では、図画工作科教育の現場において避けられがちな「造形遊び」について、その原因を踏

まえ、問題点を改善するための教師支援として、「造形遊び」に取り組みやすい材料用具を使った「学

習の流れ」を取り上げ、実際の教員研修で提示した効果的な教師支援について報告した。また、教

育課程を再考し、教科書題材の組み合わせに改善を加えた学習計画の立て方や現場の教師が「造形

遊び」題材に取り組みやすい方策について提案した。その結果、現場の教師からは、「造形遊びの

【表４】造形遊び題材の関連図
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小学校図画工作科「造形遊び」題材に関わる教師支援

基本的な理念について改めて再確認することができ、今後造形遊びをもっと大切に取り組みたい」

や「造形遊びは時間だけが裂かれ、取り扱いにくいイメージがあったが、他の題材と連動して取り

扱うことで、取り組みのハードルが下がった」など、「造形遊び」について再認識する声が聞かれた。

本稿では、授業に取り組むための教師支援としての報告までとしており、今回提案した工夫や指導

法を取り入れた実際に授業実践については紙面の関係で取り上げることができなかったため別稿に

て論じていきたいと考える。そして、引き続き「造形遊び」に関する実践的な研究に取り組み、そ

の重要性について模索していきたい。
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